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安 全 基 本 方 針   

令 和 七 年  安 全 スローガン  『 向 上 させよう安 全意 識  習 慣 づけよう危 険 予 知 』  

― ビジョン― 
 

 

― 社 是 ― 
1.  
2.  
3.  

上 期・第 31 号（令和 7 年 8 月発行） Vol.31 

一
Ⓠ
社
内
で
日
々
コ
ミ
⒭
ニ
ケ
⒲
シ
⒮
ン
を
図
り
⒍
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や

課
題
を
共
有
・
解
決
す
る
こ
と
は
会
社
組
織
に
お
い
て
非
常
に
重
要

で
す
⒎
す
べ
て
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
⒍
と
も
に
考
え
る
こ
と
で
⒍

自
己
成
長
に
繋
が
り
ま
す
⒎ 

二
Ⓠ
安
全
は
す
べ
て
の
作
業
に
お
け
る
基
本
で
す
⒎
一
人
ひ
と
り
が
安
全

作
業
を
意
識
し
⒍
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
⒡
て
行
動
す
る
こ
と
で
⒍ 

作
業
所
全
体
の
コ
ミ
⒭
ニ
ケ
⒲
シ
⒮
ン
力
の
向
上
に
も
繋
が
り
ま
す
⒎ 

ま
た
⒍
安
全
作
業
を
意
識
し
⒍
労
働
災
害
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
⒍

社
員
や
お
客
様
か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
⒎ 

三
Ⓠ
品
質
向
上
は
サ
⒲
ビ
ス
の
基
本
で
す
⒎
資
機
材
や
手
法
は
日
進
月
歩

で
変
化
し
て
い
る
た
め
⒍
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
⒍
美
観
の
維
持
や

効
率
化
・
安
全
性
を
考
慮
し
品
質
向
上
に
努
め
る
こ
と
で
⒍
信
頼 

 

さ
れ
る
企
業
へ
と
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
⒎ 

四
Ⓠ
収
支
改
善
は
会
社
運
営
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
す
⒎
お
客
様
へ

提
案
を
行
い
⒍
価
格
の
適
正
な
受
注
に
繋
げ
る
と
と
も
に
⒍
作
業

手
順
や
手
法
の
改
善
を
図
る
こ
と
で
⒍
作
業
所
の
持
続
が
可
能
な

運
営
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
⒎ 

令
和
七
年
度
の
方
針
・
目
標
が
決
ま
り
ま
し
た 

本
年
は
䣍
大
き
く
分
け
て
コ
ミ
䣻
ニ
ケ
䤀
シ
䣼
ン
・
安
全
・
品
質
・

収
支
改
善
の
四
つ
の
項
目
を
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
䣍 

ハ
ウ
ス
美
装
工
業
に
関
わ
る
全
て
の
人
か
ら
信
頼
さ
れ
䣍
求
め
ら
れ
る

企
業
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
䣎 
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⒗
一
〇
年 

表
彰
⒘ 

坂
川
洋
子 

 

桜
又
恵
美
子 

定
國
淳
司 

 

高
木
真
理
子 

高
橋
千
江
美 

福
田
義
之 

 
 

森
本 

忍 
 

吉
澤
美
紀 

渡
邊
竜
也 

一
席 

   

大
﨑
慎
弥 

 
 

向
上
さ
せ
よ
う
安
全
意
識 

習
慣
づ
け
よ
う
危
険
予
知 

二
席 

 
 
 

植
松
義
之 

 
 

し
ᵻ
か
り
確
認
ᵧ
は
ᵻ
き
り
合
図
ᵧ 

守
ろ
う
み
ん
な
で
ゼ
ロ
災
害 

平
井 

唯 
 

 

高
め
よ
う
一
人
一
人
の
安
全
意
識
！ 

目
指
す
ゴ
ᶌ
ル
は
ゼ
ロ
災
害 

三
席 

 
 

上
野 

茜 
 

 

急
が
ず 

慌
て
ず 

安
全
第
一 

Ｋ
Ｙ
徹
底 

ゼ
ロ
災
職
場 

内
田 

萌 
 
 
 

焦
ら
ず 

無
理
せ
ず 

油
断
せ
ず 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

安
全
作
業
で 

ゼ
ロ
災
職
場 

関
野
高
子 

 
 

事
故
の
芽
を
未
然
に
摘
み
取
る
危
険
予
知 

佳
作
受
賞
者 

飯
間
廣
美 

 

久
保
寿
史 

 
 

 

菅 

貴
司 

 
 
 

髙
尾
聡
実 

谷
川
の
り
子 

東
條
博
子 

 
 

 

寅
野
由
治 

 
 

濵
浦
敏
治 

 
 
 
 

林 
大
生 

 
 
 

福
島
真
希 

安
全
衛
生
協
力
会
表
彰 

株
式
会
社
ツ
ゲ
炭
酸
工
業 

殿 

 

安
全
大
会
⎡
開
催 

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日
䥹
金
䥺
䣍
高
松
商
工
会
議
所
に
て
䣍
安
全

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
䣎 

当
日
は
䣍
各
種
表
彰
䣍
職
場
災
害
・
事
故
発
生
状
況
報
告
䣍
労
働

災
害
撲
滅
重
点
取
組
事
項
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ
䣍
最
後
に
安
全

ス
ロ
䤀
ガ
ン
の
斉
唱
で
今
年
度
の
無
災
害
を
誓
い
䣍
盛
会
に
大
会

は
終
了
し
ま
し
た
䣎 

⒗
三
十
五
年 

表
彰
⒘ 

水
野
裕
子 

⒗
三
〇
年 

表
彰
⒘ 

濵
浦
敏
治 

 
 

山
口
研
二 

⒗
二
十
五
年 

表
彰
⒘ 

瀬
尾
匡
徳 

 

津
田
暁
美 

⒗
二
〇
年 

表
彰
⒘ 

網
干
英
津
子 

 

出
石
信
子 

 
 
 

市
山
和
秀 

 
 
 

伊
藤
乃
武
也 

大
西 

ま
ち
子 

松
原 

和 
 

 

溝
渕
由
文 

 
 
 

山
下
仁
美 

⒗
十
五
年 

表
彰
⒘ 

勝
山
大
助 
 

河
野
悦
代 

 
 

酒
井
理
香 

 
 

長
尾
文
子 

西
川
貴
美
子 

藤
田
幸
子 

 
 

堀 

英
子 

⒗
一
〇
年 

表
彰
⒘ 

大
濱
恵
美
子 

岡
部
由
紀
子 

栫 

昇
子 

 
 

風
折
明
美 

川
畑
シ
ゲ
子 

倉
本
浩
樹 

 

合
田
啓
二 

 
 

合
田
正
典 

 

《 永年勤続表彰者 ＆ 安全標語入賞者 》 
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 当社社員 森 孝三さんが令和 

7年7月24日、公益社団法人全国ビル

メンテナンス協会様から、 長年に

わたりビルメンテナンス協会の 

事業に尽力し、発展に貢献したこと

による表彰状をいただきました。 

 新谷清二会長が令和7年6月12日、

公益社団法人高松法人会様から、

献身的に会の運営に尽力し、発展

に貢献したことによる感謝状を 

いただきました。 

当社が運営するコメダ珈琲店さぬ

き高松今里店が株式会社コメダ様

から、2024 年度ミステリーショッ

ピングにおいて年間を通して優秀

な成績を収めたことによる表彰状

をいただきました。 

 

 
当社社員 吉賀 美京さんが令和 

7年3月31日、2級ビルクリーニング

技能士に見事合格されました。  

おめでとうございます。 
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次号 Vol. 32 令和 8 年 2 月 発行予定  

新
規
受
注
作
業
所
の
紹
介 

施
設
名:

あ
な
ぶ
き
ア
リ
䤀
ナ
香
川 

所
在
地:

高
松
市
サ
ン
ポ
䤀
ト
七―

七 

業
務
開
始
日:

令
和
七
年
四
月
一
日 

契
約
期
間:

五
年
間 

業
務
内
容:

清
掃
維
持
管
理
業
務 

香川県立アリーナ（あなぶきアリーナ香川） 

  


